

















































































































































































ドの正答率 とな りました.多 い誤答 とし
ては、問4で は 「ア 狭い区間」が中学
生32%、高校生38%で あ り、問5で は
「イ10000人程度の人が住む区画」が中
学生44%、 高校生33%と なっています。
日常では 「狭 いか らぎゅうぎゅうに押
し込め る」「物(人)が多いか らぎゅうぎゅ
うに押 し込め る」 とい うことを経験 しま
す。 これ らの経験 に引 きず られて、誤答
の多 さにつ なが った と考 えるこ とがで
きます。「人が均等 に存在 している」 と
い う仮定 に無理があ るのではないか、 と
いう指摘があ るか もしれませ ん。 しか し、
内包量を扱 う上で 「均等 にな らす」 とい
うことが重要です。例えば1時 間走って
60km進んだか ら60km!hだ、 と考 え
られ るのは、途 中で こぼこはあるに して
も全体 として は 「等速である」 と理想化
しているか らです。人口を対象 とした と
きには、現実に密集 した土地や過疎 であ
る上地を含 む自分の地域 の状況 に とらわ
れ過 ぎて、「均等 に分布」 している と理
想状態 を想定 しなが ら論理的 に操作する
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物質 密度 につ いて も第1用 法 ・第2
用法 ともに高 い達成率です。 それ に比べ 、
やは り、第3用 法が大幅に低下 してい ま
す。第3用 法での正答率は中学生35%、
高校生48%と なってお り、50%を割 っ
ています。
保存性に関す る問題において も正答率
は低 くなってい ます.多 い誤答 としては、
問4で 「ア 小 さな銀」が中学生17%、
高校生22%、 「イ 巨大な銀」が中学生
30%、高校生14%で あ り、問5で は 「イ
重い鉄」が中学生36%、 高校生30%と
なって います。 これ らは、おそら く 「重
い方が密度 も大 きい」 と認識 しているの
で しょう。問4で は 「ア」 と 「イ」を選
択 した中学生 と高校生の誤答率が逆転 し
て いますが、高校生の方 は、「(体積が)
小 さな ところには ぎゅっ と詰 まってい
る」 という満員電車な どの 日常縄 験の連
想が影響 しているのか もしれません。 い
ずれにせ よ、保存性 の理解が不十分であ
ることは明 らかです。
まとめ
速度 ・人口密度 ・物質密度という3つ
の内包量において、2量 の関係性におい
ては、第3用法が不十分だ ということが
明 らかになりました。これは、小学校算
数における包含除の指導 とも関連 してい
ると考えられます.内包鼠の第3用 法が、
わり算の包含除と対応するからです。包
含除の作問について小学生を対象にした
調査によれば、小学6年 生の正答率は
60%程度であり、第1用 法にあたる等
分除が約90%、第2用 法にあたる乗法
理科教師日記
が約80%と比較するとかな り低い数値
となっています(藤村、1997)。
保存性に関 しては、理科教育のウニ場か
らの指導も必要だと考えています。例え
ば、物質密度の導入では、実際の物体に
触れ「同じ大きさ(体積)でも重さが違う」
ということを様々な物質を通 して十二分
に体験することで、密度が物質に圃有の
量であることの理解が深まり、慨念の形
成につながると考えられます。
今回、調査に協力してもらったある先
生は、「問題を見たときは簡単にできる
と思ったが結果を見て驚いた。基本的な
概念が身についておらず、普段の授業が
砂 ヒの楼閣のようなものだったと認識を
新たにした」と話 していました。
内包量概念の形成には、算数 ・数学教
育と理科教育が連携 した指導が必要にな
ります。内包IT概念の形成に資する授業
開発を、どの学習段階で行うのかは、こ
れか らの課題です。
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